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議会HPは
コチラから
Check!

~QRコードの読み取り方法~
（1）カメラアプリや
　 QRコード読み取りアプリを起動する
（2）カメラをQRコードに向ける
（3）表示されたリンクを押す
※機種によって操作方法が異なります。

と よ
天に鳴響む大主
明けもどろの花の
咲い渡り
あれよ　見れよ
清らやよ
又地天鳴響む大主
明けもどろの花の

「おもろそうし：巻十三
　うちいではあがるゑとの節」より



第１回　北中城村議会報告会・意見交換会を開催

①９月定例議会の報告
②事前質問申し込みによる意見交換会

参加者：４３名
（３０代３名、４０代６名、５０代１２名、
６０代６名、７０代７名）
アンケート回収数：３６名
事後意見：１名

【テーマ】

【アンケート結果】

＜良かった＞１９名
・議会傍聴は敷居が高いが、この方法は良い。
・各委員会の報告や住民から質問も事前に受け付けて丁寧な対応でした。
・村議の方の話を直接伺う機会はあまり無かったので良い機会でした。今後も続けて頂きたい。
・初めて参加しました。議会はネットで見ていますが興味のある質疑しか見ないので、他のは知らなくて報告会で  
  知ったので、次回もあれば参加したいです。
・議会での内容、また村民の意見を伝える場を提供してもらえたのでありがたい。
＜普通＞１２名
・まず机を用意してほしい。全体の所感としては、あたりさわりのない印象。配布資料は事前にWeb上等に載せて当
  日は質疑応答のみの時間にするとより良いと思う。このアンケートもQRコード等でWeb化して欲しい。
・報告会、意見交換会とあるが双方向というよりは一方向の毛色が強く、意見交換する場が少なかったのが少し物足
  りなかった。
・ワークショップ的なやり方も住民と身近になると思うので、報告会以外でもふれあう機会を設けてください。
・忙しいと思いますが、今の時間帯と休日など２日の開催があるといい。
＜悪かった＞４名
・議会報告会と聞いて来ましたが、行政報告会ではないか？と感じました。たとえば「地元自治会の声を元に〇件の
  一般質問をした。」とか「〇〇事業（案）促進のため〇回会議をして議会で提言した。」など。議会・議員の活動につ
  いての報告がほぼないと感じました。あと住民からの事前質問に対する時間が短いと感じました。

◇今回の議会報告会・意見交換会いかがでしたか？

　北中城村議会では、村民に開かれた議会を目指し、日頃の議会活動を多くの村民にお知らせすると共に、村民の
皆様のご意見をお伺いするため、令和５年１１月2日（木）19時～20時半、北中城村立中央公民館大ホールにて第１
回北中城村議会報告会・意見交換会を開催した。
　この議会報告会・意見交換会の開催は、令和４年６月に制定した議会基本条例を元として、情報公開の推進と村
民にわかりやすく開かれた議会を目指すことを目的としている。
　その目的に照らし、有意義なものであったが、そのあり方にはいくつかの反省点や検証すべきことがあった。そこ
で、議会活性化委員会の中で、改善点や議会報告会のあり方、開催方法等について協議を行った。
　①時間配分：村民から意見を聴取する時間を増やす
　②意見・提案の取り扱い
　③開催時期の検討
　④議員個人のアピールにならないようにコントロールする　
　⑤より多くの村民が参加できるよう周知方法の努力工夫する　
　⑥全ての議員が発言できるようにする
　議会報告会・意見交換会という新たな取り組みに対して、参加者からのアンケート結果にもあるようにいくつかの
意見・感想がある。それらの意見・感想を次回、さらに充実したものにするために、内容の検証と実施内容を決めて
いく。

　また、村政に関して出された意見についても、議会全体や各常任委員会での取り組み、あるいは各議員の議会活
動に活かすために、全議員が情報を共有し、共通認識をもって今後につなげることが重要である。

＜良かった＞５名
・委員長で不足の説明を各議員がカバーして詳しく説明しているのがよかった。
＜普通＞２４名
・住民がわからなさそうな文言については軽くでも説明が欲しい。行政用語であったり事業名であったり知らないも
  のもあるので。
・もっと住民代表、村のリーダー的な答えが欲しい。最後のあいさつで「人と人の点と点を結ぶ役割」など今後の実際
  の行動に期待する。
・議会報告会ですので、議会で決まった事を報告して個人の意見はしない。ここを徹底してほしいです。
＜悪かった＞４名
・個人差が感じられた。
・最後の質問は、自治会の立ち上げに向けて議会として、議員として草の根を広げる運動をどうやっていくのか？と
  いう趣旨だと思います。声を集めて当局に投げるではあまりにも無責任。何もやらないと言っているのと同じだと感
  じます。

※なお、議会全体ではなく個人の主観的な質問への回答は差し控えております。

◇議員の説明・内容についていかがでしたか？

令和５年第１回議会報告会・意見交換会総括
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①ライカム自治会
②村陸上競技大会
③女性長寿・高齢者の健康対策
④北中城村の観光

7P

ひ
が
　  さ
と
る

比
嘉 

悟
　議
員

インターネット中継　録画配信もやっています
議会に来ませんか

村政を問う！
令和5年12月　定例議会

●各議員氏名上のQRコードから
　動画がご覧いただけます

●一般質問の議会要約文は本人執筆、
　議会広報委員会でチェックして掲載

●村の様々な取組や課題等について､議員が
　提案も含めて､村に考えを聞くのが｢一般質問」

一般質問者
14名中、10名が登壇しました

①財政健全化
②自治会
③夏休み海外短期留学
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①アンテナショップ（しおさい市場）
②台湾有事の備え
③総合施設
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①養護教諭の配置
②スクールサポーターの拡充
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①台風6号の爪痕の影響
②村民体育館
③島袋の県道上にかかる高架橋
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①日米地位協定
②中城村・北中城村共同まちづくり
計画
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①子ども・子育て

山
田 
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憲
　議
員

や
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り

12P ①公営墓地の管理
②沖縄県町村土地開発公社で先行取
得した土地の買い取り財政計画
③比嘉孝則村長2期目出馬の決意
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①公営墓地に関わる課題への対応
②台風6号による被害への対応と課題
③米寿・トーカチの祝い方
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①中城村・北中城村共同のまちづくり
計画
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や
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北中城村議会　12月定例議会　一般質問

令和5年度一般会計補正予算（第6号）
・補正額54万円
・歳入歳出予算総額94億3,917万円

・電力・ガス等価格高騰支援給付金
・地域通貨まーい運営負担金
・道路新設改良費

令和5年度一般会計補正予算（第7号）
・補正額2億2,272万円
・歳入歳出予算総額96億6,189万円

令和5年度一般会計補正予算（第8号）
・補正額3億8,745万円
・歳入歳出予算総額100億4,934万円

・北中城村立地適正化計画策定業務委託料
・子ども医療費助成金
・低所得の子育て世帯生活支援特別給付金
・公園費（施設修繕費）
・村内リュウキュウ松樹幹注入作業委託業務

指定・契約
決議・陳情
意見書

令和5年度国民健康保険特別会計補正予算（第2号）
・補正額47万円
・歳入歳出予算総額23億9,373万円

　令和５年第８回１２月北中城村議会定例会は、１２月８日～１９日までの
１２日間の会期で開かれました。
　村提出議案は、条例の改正、補正予算など、議案１８件。審議の結果、
全て原案の通り可決しました。尚、一般質問は１０名の議員が登壇し行
政を質しました。

令和5年度 一般会計補正予算

一般会計補正予算（第6号）の主な補正内訳は、国の人事院勧告及び
沖縄県人事委員会勧告に基づく給与改定による人件費の補正。

臨時議会
令和5年
11月27日

417万円
1,451万円

100万円
262万円
484万円

定例議会
令和5年
12月8日

主な事業

1億4,861万円
1,000万円

1億6,471万円

定例議会
令和5年
12月19日

主な事業

令和5年度国民健康保険特別会計補正予算（第3号）
・補正額802万円
・歳入歳出予算総額24億175万円

●議案第５７号
北中城村あやかりの杜の指
定管理者の指定について
【原案可決】

●議案第６１号
村道北中城高校１２７号線
道路護岸整備工事（R5）
改定契約について【原案可決】

●議案第６2号
北中城小学校トイレ改修工
事（建築）改定契約について
【原案可決】

〇決議第２号
米軍横田基地所属CV２２
オスプレイの鹿児島県屋久
島沖墜落事故に関する抗議
決議【可決】

〇意見書第３号
米軍横田基地所属CV２２
オスプレイの鹿児島県屋久
島沖墜落事故に関する意見
書【可決】

●陳情第5-9号
健康保険証の存続を求める
陳情について【不採択】
審査意見：政府は健康保険
証とマイナンバーカードが
一体化されたマイナ保険証
が無くても保険診療が受け
られる証明書類等を発行す
ることで決めていることか
ら同陳情を全会一致で不採
択とした。

●陳情第5-12号
護岸整備について【採択】

●陳情第5-13号
令和6年度福祉施策及び予
算の拡充について（陳情）
【採択】

●陳情第5-15号
「義務教育費国庫負担堅持
及び２分の１復元」のための
意見書採択を求める陳情に
ついて【採択】

〇意見書第４号
義務教育費国庫負担拡充
及び教育条件整備のため
の意見書【可決】
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令和５年度補正予算と主な事業



　昨
年
12
月
定
例
議
会
に

て
ラ
イ
カ
ム
自
治
会
発
足

に
向
け
た
質
問
を
し
た
。そ
の
後

の
進
捗
状
況
は
。

　
令
和
４
年
12
月
に
第
４

回
街
づ
く
り
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、令
和
５
年
３
月
に
街

づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実

施
。11
月
に
は
ラ
イ
カ
ム
子
ど
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エ
イ
サ
ー
お
披
露
目
会
に
て
、仮

設
ト
イ
レ
、発
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等
の
提
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を

行
っ
て
い
る
。

　村
長
直
轄
の
準
備
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を

立
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る
の
は
ど
う
か
。

　
直
属
の
準
備
室
と
い
う

事
は
考
え
て
な
い
。

　ラ
イ
カ
ム
地
区
の
地
域

懇
談
会
で
、清
掃
作
業
等

の
集
ま
る
機
会
を
村
か
ら
投
げ

か
け
て
は
ど
う
か
。

　前
例
と
し
て
、美
崎
自

治
会
は
子
ど
も
会
か
ら
出

来
、自
治
会
結
成
へ
向
か
っ
た
、

ラ
イ
カ
ム
の
方
も
子
ど
も
会
結

ライカム自治会結成へ村長直轄の準備室は
村長　直属の準備室というのは考えてない

　
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
理
事

会
に
て
会
議
、検
討
さ
れ

て
い
る
。　こ

れ
ま
で
の
大
会
は
、

毎
年
固
定
さ
れ
た
競
技
場

で
は
な
く
開
催
さ
れ
て
き
た
。自

前
の
競
技
場
が
な
い
の
が
原
因

で
は
な
い
か
。本
村
の
地
形
は
起

伏
に
富
み
、平
ら
な
土
地
の
広
域

面
積
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、場

所
の
問
題
が
一
番
大
き
い
と
以

前
答
弁
し
て
い
る
が
、村
内
に
も

陸
上
競
技
場
が
存
在
し
た
。キ
ャ

ン
プ
瑞
慶
覧
内
、喜
舎
場
ハ
ウ
ジ

ン
グ
の
先
。新
施
設
を
造
る
の
で

は
な
く
、今
あ
る
施
設
を
活
用
で

き
な
い
か
。

　
話
を
持
ち
か
け
る
こ
と

は
可
能
。

　健
幸
長
寿
の
村
づ
く
り

の
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体
的
な
取
り
組
み
は
。

　
健
幸
長
寿
の
村
と
い
う

も
の
を
ア
ピ
ー
ル
し
波
及

キャンプ瑞慶覧内にある陸上競技場

用
語
説
明

※
観
光
振
興
基
本
計
画
と
は
、北
中
城
村
の
観
光
を
取
り
巻
く
環
境
の

変
化
に
対
応
す
る
た
め
、観
光
振
興
に
関
す
る
明
確
な
理
念
と
目
標
を

設
定
し
、戦
略
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
今
後
の
地

域
活
性
化
と
北
中
城
村
全
体
の
持
続
的
な
発
展
の
指
針
を
策
定
す
る
。

問問問

効
果
を
狙
っ
て
い
る
。フ
レ
イ
ル

予
防
と
い
う
点
を
後
期
高
齢
者

へ
周
知
・
広
報
し
て
い
き
た
い
。

事
業
等
、検
討
し
て
い
る
段
階
。

　子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
参
加
で
き
る
、以
前

の
老
人
婦
人
運
動
会
の
よ
う
な

大
会
、ハ
ー
ド
な
も
の
で
は
な
く

コ
ン
パ
ク
ト
な
大
会
を
提
案
す
る
。

　
小
規
模
程
度
の
大
会
と

い
う
の
は
、十
分
可
能
だ

と
思
う
。　※

観
光
振
興
基
本
計
画

の
完
成
は
。

　
３
月
を
目
途
に
策
定
す

る
予
定
。

　観
光
協
会
の
評
価
は
。

　
村
の
振
興
・
発
展
に
貢

献
し
て
い
る
。

成
の
動
き
が
あ
り
、そ
こ
を
支
援

し
た
い
。　陸

上
競
技
大
会
は
、役

場
職
員
や
関
係
者
、中
学

生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
な
く

し
て
は
成
り
立
た
な
い
。毎
年
の

協
力
に
感
謝
す
る
。し
か
し
、今

大
会
は
小
学
校
の
発
表
会
、村
内

一
斉
清
掃
日
と
も
重
な
り
、参
加

者
が
少
な
く
寂
し
い
大
会
だ
っ

た
。大
会
に
向
け
た
会
議
は
開
か

れ
た
か
。

詳細は
動画から
チェック!
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答答答

村
陸
上
競
技
大
会

高
齢
者
の
健
康
対
策

北
中
城
村
の
観
光

好きな色
緑

好きな花
桜

北中城村の好きな場所
１月から２月頃の
桜小路（石平）
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問

問

問答問問 答答
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北中城村議会　12月定例議会　一般質問
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け
て
行
く
と
か
。

　
慶
祝
訪
問
を
す
る
意

義
に
つ
い
て
重
々
承
知

し
て
お
り
ま
す
。ア
ン
ケ
ー
ト

を
と
っ
て
考
え
直
し
て
も
い
い

と
思
う
。　祝

い
額
を
希
望
し
な

い
方
が
い
る
と
い
う
答

弁
で
し
た
が
、何
名
ぐ
ら
い
い

た
か
。　

希
望
し
な
い
方
の
割

合
が
２
、３
割
ぐ
ら
い

い
た
。

　
財
政
面
と
言
う
よ
り
、

基
本
的
に
対
象
と
な
る

高
齢
者
が
増
え
た
こ
と
で
の
事

務
負
担
も
か
な
り
増
え
る
と
い

う
こ
と
で
の
判
断
に
な
っ
た
。

ま
た
、ア
ル
バ
ム
式
賞
状
に
変

更
し
た
理
由
は
従
来
型
を
希
望

し
な
い
方
が
増
え
て
い
る
こ
と

が
あ
る
。　答

弁
そ
の
も
の
が
財

政
面
と
聞
こ
え
る
。人
数

が
増
え
た
か
ら
事
務
的
に
も
費

用
が
か
か
る
。対
象
者
が
多
い

か
ら
慶
祝
訪
問
を
や
め
た
。そ

う
い
う
こ
と
か
。

　
一
時
期
コ
ロ
ナ
も
流

行
し
た
分
、受
け
入
れ
る

家
庭
の
事
情
等
も
あ
っ
た
の
で

総
合
的
に
勘
案
し
て
慶
祝
訪
問

を
一
旦
中
止
し
た
。

　こ
れ
ま
で
頑
張
っ
て

こ
ら
れ
た
方
々
へ
の
労

い
も
含
め
て
慶
祝
訪
問
は
当
た

り
前
の
対
応
だ
と
思
う
。人
数

が
多
け
れ
ば
、村
長
や
副
村

長
、教
育
長
な
ど
何
班
か
に
分

好きな色
紺

好きな花
ブーゲンビリア

北中城村の好きな場所
我が家の庭

生
前
墳
墓
建
立
、で
き
る
理
屈
を
探
す
の
が
行
政

村
長
　
応
募
数
な
ど
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
て
検
討

　生
前
墳
墓
建
立
に
対
し

て
の
要
望
が
あ
る
の
に
そ

れ
が
進
め
ら
れ
な
い
と
い
う
ス

タ
ン
ス
の
理
解
に
苦
し
む
。

　
生
前
建
立
と
し
た
場
合

に
は
申
込
資
格
な
ど
改
め

て
事
務
的
に
整
理
、精
査
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
時
期
尚
早
と

考
え
て
い
る
。

　生
前
建
立
へ
の
懸
念
が

あ
る
な
ら
区
画
数
の
制
限

や
応
募
年
齢
制
限
な
ど
枠
を
設

け
れ
ば
い
い
。で
き
な
い
理
屈

じ
ゃ
な
く
て
で
き
る
理
屈
を
探

す
べ
き
だ
。ま
た
、生
前
建
立
を

望
む
方
々
は
自
ら
が
眠
る
墓
を

生
き
て
い
る
内
に
見
て
み
た
い

と
い
う
気
持
ち
も
あ
る
と
思
う
。

そ
う
い
う
も
の
も
尊
重
す
べ
き
。

　
認
め
て
し
ま
う
と
意

図
的
に
墓
を
作
る
た
め

に
他
か
ら
入
っ
て
く
る
。そ
う

な
る
と
、公
営
墓
地
を
頻
繁
に

作
る
羽
目
に
な
る
。

　北
中
城
村
モ
デ
ル
を

作
れ
ば
い
い
。私
は
で
き

な
い
答
え
は
求
め
て
い
な
い
。

　
で
き
る
理
屈
と
い
う

の
は
タ
イ
ミ
ン
グ
が
あ

る
は
ず
な
の
で
、そ
こ
を
見
て

検
討
で
き
れ
ば
と
思
う
。

　今
年
度
の
米
寿
・
ト
ー

カ
チ
祝
い
は
、こ
れ
ま
で

の
祝
い
方
と
は
違
っ
て
村
長
の

慶
祝
訪
問
も
な
く
写
真
入
り
の

祝
い
額
も
な
か
っ
た
。財
政
面
で

取
り
や
め
た
と
考
え
て
い
る
が
。

問問

問問

問

問

問

答

答

答答

答 答

答

用
語
説
明

※
米
寿・ト
ー
カ
チ
祝
い
と
は
、数
え
88
歳
の
お
祝
い
で
、本
土
の
米
寿

祝
い
と
同
じ
で
す
が
、沖
縄
で
は
旧
暦
の
８
月
８
日
に
親
戚
一
同
招
い

て
盛
大
に
お
祝
い
を
す
る
。「
ト
ー
カ
チ
」は「
斗
掻（
ト
カ
キ
）：米
な
ど

穀
物
を
平
ら
に
な
ら
す
の
に
使
う
短
い
棒
」の
意
味
で
、か
つ
て
は
斗
掻

を
配
っ
て
い
た
。

詳細は
動画から
チェック!

※
米
寿
・
ト
ー
カ
チ
の

祝
い
方
な
ぜ
変
え
た

喜屋武 功　議員
きゃん 　　　 いさお

生前建立を希望する方も多くいる北中城村公営墓地
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　ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
と

し
て
の
初
期
の
目
的
は
。

　地
域
で
生
産
さ
れ
る

新
鮮
で
安
全
な
農
産
物

の
提
供
を
促
進
し
、村
産
物
の

生
産
奨
励
と
特
産
品
の
加
工
開

発
、当
該
特
産
品
の
流
通
販
売

の
拡
大
及
び
観
光
な
ど
の
配
信

受
信
基
地
と
す
る
。

　※
し
お
さ
い
市
場
の
初

期
の
目
的
と
し
て
、実
際

に
目
的
は
達
成
さ
れ
て
い
る

の
か
。

　目
的
が
達
成
さ
れ
て

い
る
か
ど
う
か
は
把
握

し
て
い
な
い
。観
光
振
興
、配
信

受
信
も
把
握
し
て
い
な
い
。こ

れ
か
ら
検
証
す
る
。次
年
度
以

降
に
つ
い
て
は
経
営
が
非
常
に

厳
し
い
の
で
検
討
中
。

　流
通
に
関
連
し
て
は
特
に
販

売
先
の
確
保
、ネ
ッ
ト
を
利
用

と
し
た
村
産
品
の
販
売
を
取
り

アンテナショップ
しおさい市場の目的は
村長　地域で生産される農産物の提供促進

　し
お
さ
い
市
場
が
な

く
な
っ
た
場
合
、小
規
模

農
家
た
ち
の
流
通
先
は
確
保
さ

れ
て
い
る
の
か
。

　現
段
階
で
村
が
関
わ

る
よ
う
な
働
き
か
け
は

難
し
い
。　数

カ
所
の
候
補
地
の

進
捗
状
況
は
。

　具
体
的
に
は
取
り
組

ん
で
は
い
な
い
。決
し
て

放
棄
し
た
訳
で
は
な
く
、継
続

的
に
考
え
て
い
く
。

　2
0
3
4
年
に
は
国

民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、国
民

体
育
大
会
が
沖
縄
県
で
開
催
予

定
。県
は
開
催
に
向
け
て
各
施

設
の
老
朽
化
対
策
を
し
て
い
く

中
で
、全
面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ

北中城村のアンテナショップ「しおさい市場」

用
語
説
明

※
し
お
さ
い
市
場
と
は
、北
中
城
村
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
で
、熱
田
漁

港
近
く
に
あ
る
。特
産
品
の
ア
ー
サ
関
連
商
品
の
ほ
か
、村
内
の
農
家
さ

ん
が
育
て
た
新
鮮
な
野
菜
、果
物
や
お
惣
菜
な
ど
も
販
売
し
て
い
る
。

問問

プ
す
る
と
言
っ
て
い
る
。我
が

村
も
自
転
車
競
技
場
、陸
上
競

技
場
を
造
れ
る
可
能
性
が
あ
る

と
思
う
が
。

　昭
和
62
年
の
国
体
時
の

各
施
設
が
老
朽
化
し
て
、

建
て
替
え
の
時
期
に
来
て
い
る

と
い
う
状
況
は
伺
っ
て
い
る
。

陸
上
競
技
場
と
併
設
し
て
競
輪

場
も
造
れ
る
と
い
う
の
で
あ
れ

ば
、検
討
に
値
す
る
と
思
う
。

組
ん
で
お
り
、取
引
実
績
も
徐
々

に
上
が
っ
て
き
て
い
る
。

　今
後
の
運
用
体
制
は
ど

の
よ
う
な
体
制
で
行
う

の
か
。

　委
員
会
を
構
成
し
て
、

こ
れ
ま
で
の
経
営
の
中

身
と
今
後
へ
の
展
開
、次
年
度

以
降
の
運
営
方
法
に
つ
き
ま
し

て
も
、委
員
会
か
ら
の
意
見
と

し
て
村
長
に
あ
げ
て
い
く
予
定
。

詳細は
動画から
チェック!

答答

答

問 問問 陸
上
競
技
場
の
建

設
候
補
地
は

■
そ
の
他
に
、台
湾
有
事
の

備
え
に
つ
い
て
質
問
を
し
ま

し
た
。

好きな色
ピンク

好きな花
バラ

北中城村の好きな場所
高台から見える東海岸の景色

屋良 朝春　議員
やら 　　 ともはる

答答

問

答
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城
村
は
大
変
重
要
な
時
期
だ
と

思
う
。村
行
政
に
精
通
し
て
い

る
比
嘉
村
長
の
行
政
手
腕
に
期

待
し
て
い
る
。次
期
村
長
選
出

馬
に
向
け
て
村
長
の
決
意
を

問
う
。

　住
民
か
ら
期
待
さ
れ

た
こ
と
、私
が
や
り
た
い

こ
と
等
に
つ
い
て
は
ま
だ
実
現

に
至
っ
て
い
な
い
。多
く
の
村

民
か
ら
の
要
望
も
あ
り
、出
馬

に
つ
い
て
は
前
向
き
に
検
討
し

た
い
。今
後
、後
援
会
と
も
相
談

し
決
断
し
た
い
。

用
し
て
い
る
方
か
ら
も
徴
収
す

る
の
か
。　維

持
管
理
費
が
合
計

で
6
5
0
万
円
程
度
か

か
っ
て
い
る
。そ
れ
を
税
金
で

補
っ
て
い
く
の
は
ど
う
か
と
い

う
こ
と
で
お
願
い
す
る
立
場
で

行
っ
た
。納
骨
堂
の
管
理
費
は

考
え
て
い
な
い
。

　次
期
村
長
選
挙
ま
で

1
年
を
切
っ
た
。比
嘉
村

長
は
就
任
後
行
財
政
健
全
化

等
、村
政
発
展
の
た
め
努
力
し

て
き
た
。今
後
村
が
債
務
保
証

で
先
行
取
得
し
た
土
地
の
買
取

り
問
題
、ア
リ
ー
ナ
の
問
題
な

ど
解
決
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
問
題
が
あ
る
。そ
れ
以

外
に
も
財
政
の
様
々
な
課
題
も

あ
る
と
思
う
が
公
約
実
現
に
向

け
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。今
、北
中

好きな色
白

好きな花
ハイビスカス

北中城村の好きな場所
屋宜原

先
行
取
得
し
た
土
地
の
買
取
り
計
画
は

村
長
　買
取
り
時
期
を
検
討
し
て
い
く

買取り予定の健康・スポーツ交流施設用地

　沖
縄
県
町
村
土
地
開

発
公
社
で
先
行
取
得
し

北
中
城
村
が
債
務
保
証
し
た
※
サ

ウ
ス
プ
ラ
ザ
地
区
と
ア
ワ
セ
ゴ

ル
フ
場
跡
地
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ

交
流
施
設
用
地
、こ
の
2
地
区

合
計
で
約
9
億
7
，2
0
0
万

円
が
次
年
度
繰
越
金
額
と

な
っ
て
い
る
。年
間
約
80
億
円

規
模
の
本
村
一
般
会
計
予
算
か

ら
10
億
円
近
い
買
取
り
予
算
を

積
立
す
る
必
要
が
あ
る
。こ
の

2
地
区
の
買
取
り
計
画
は
。

　健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
交
流

施
設
用
地
に
つ
い
て
は
、

借
換
え
時
期
が
令
和
7
年
12

月
予
定
で
、そ
こ
で
買
取
り
で

き
れ
ば
と
計
画
し
て
い
る
。サ

ウ
ス
プ
ラ
ザ
地
区
に
つ
い
て
は

ロ
ウ
ワ
ー
プ
ラ
ザ
地
区
と
一
体

的
に
整
備
す
る
こ
と
で
補
助
事

業
に
よ
る
用
地
購
入
が
で
き
る

可
能
性
が
あ
り
買
取
り
時
期
を

検
討
し
て
い
く
。

　現
在
の
公
共
施
設
整

備
基
金
の
積
立
金
額
は
。

　3
億
8
8
4
万
6
，

0
0
0
円
で
あ
る
。

　積
立
し
た
金
額
は
全

額
先
行
取
得
し
た
土
地

の
買
取
り
に
充
て
る
の
か
。

　全
額
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ

交
流
施
設
用
地
の
買
取

り
を
し
た
い
と
い
う
計
画
を

持
っ
て
い
る
。

　公
営
墓
地
の
管
理
費

に
つ
い
て
説
明
会
を

行
っ
た
よ
う
だ
が
、受
け
た
方

の
反
応
は
。ま
た
、納
骨
堂
を
使

問

問問問

問

答

答

用
語
説
明

※
サ
ウ
ス
プ
ラ
ザ
地
区
と
は
、北
中
城
村
の
国
道
3
3
0
号
ラ
イ
カ
ム

交
差
点
南
西
側
に
位
置
し
、現
時
点
で
は
イ
オ
ン
モ
ー
ル
に
職
員
駐
車

場
と
し
て
賃
貸
中
。

　ロ
ウ
ワ
ー・プ
ラ
ザ
住
宅
地
区
と
一
体
と
な
っ
た
跡
地
利
用
を
検
討
。

詳細は
動画から
チェック!

公
営
墓
地
の
管
理
は

比
嘉
孝
則
村
長
2
期

目
出
馬
の
決
意
は

伊集 守吉　議員
いじゅ　　しゅきち

答答

答
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４
年
ぶ
り
の
※
夏
休
み

海
外
短
期
留
学
に
北
中

城
中
学
生
が
い
な
く
て
残
念
。

募
集
条
件
、募
集
人
数
、選
考
方

法
は
。　

本
村
に
住
所
を
有
し
、

学
校
基
本
法
で
定
め
る

中
学
校
、高
校
に
在
籍
す
る
者
、

作
文
、筆
記
、英
語
と
日
本
語
の

面
接
を
行
い
選
出
。

　
中
学
生
、高
校
生
の
派

遣
割
合
の
判
断
は
。

　
派
遣
割
合
で
は
な
く
。

中
学
生
、高
校
生
の
試
験

の
内
容
は
異
な
り
、筆
記
、面
接

で
総
合
的
に
優
劣
が
つ
き
、中

学
生
２
名
、高
校
生
３
名
の
選

出
と
な
っ
た
。

　
中
城
村
は
今
回
、中
学

生
６
名
中
、中
城
中
学
生

が
３
名
で
村
長
以
下
教
育
委
員

会
が
喜
ん
だ
と
聞
い
て
い
る
。

夏休み海外短期留学選考方法は
村長　作文、筆記、面接で選出

　

　
ラ
イ
カ
ム
地
域
は
多

種
多
様
な
人
達
が
住
ん

で
い
て
、他
の
自
治
会
と
は
全

く
違
う
環
境
だ
。新
し
い
街
な

ら
新
し
い
街
な
り
の
、通
信
ア

プ
リ
や
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
の
作

成
で
、デ
ジ
タ
ル
自
治
会
を
目

指
し
た
ら
ど
う
か
。

　
自
治
会
は
地
域
に
お

住
ま
い
の
人
達
が
、豊
か

で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
、地
域
に
お
け
る
様
々

な
問
題
解
決
に
取
組
む
任
意
の

団
体
。運
営
方
法
は
そ
れ
ぞ
れ

の
自
治
会
の
特
色
が
あ
っ
て
当

然
。議
員
提
案
の
デ
ジ
タ
ル
自

治
会
も
手
法
の
一
つ
だ
と
思
う
。

４年ぶりの夏休み海外短期留学

用
語
説
明

※
夏
休
み
海
外
短
期
留
学
と
は
、本
村
内
在
住
の
中
学
生
、高
校
生
に
海

外
で
学
習
す
る
機
会
を
与
え
る
こ
と
に
よ
り
、異
文
化
理
解
と
視
野
の

拡
大
、国
際
性
豊
か
な
人
材
の
育
成
並
び
に
国
際
社
会
に
適
応
す
る
能

力
、資
質
の
向
上
を
図
る
目
的
で
平
成
14
年
事
業
開
始
。こ
れ
ま
で
中

学
生
1
1
5
名
、高
校
生
85
名
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
。

問問問

日
頃
よ
り
教
育
委
員
会
、村
は

公
立
の
小
中
学
校
を
支
援
し
て

い
る
。生
徒
に
夢
と
希
望
と

チ
ャ
ン
ス
を
与
え
て
ほ
し
い
。

　
次
年
度
は
、中
学
生
４

名
、高
校
生
４
名
の
計
８

名
で
予
算
を
組
ん
で
い
る
。差

別
を
し
な
い
基
準
で
考
え
、委

員
会
と
し
て
英
語
教
育
の
充
実
、

先
生
方
の
授
業
の
在
り
方
を
指

導
す
る
こ
と
を
進
め
て
、ぜ
ひ

本
村
中
学
校
か
ら
も
選
考
さ
れ

る
よ
う
力
を
つ
け
て
い
き
た
い
。

詳細は
動画から
チェック!

答 ラ
イ
カ
ム
地
域
は
デ
ジ

タ
ル
自
治
会
設
立
を

■
そ
の
他
に
、財
政
健
全

化
に
つ
い
て
質
問
を
し
ま

し
た
。

好きな色
黄色

好きな花
バラ

北中城村の好きな場所
東海岸

答答

答名幸 利積　議員
なこう 　 としつむ

問

北中城村議会　12月定例議会　一般質問
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令
和
９
年
度
中
部
広

域
都
市
計
画
区
域
移
行

に
向
け
た
、両
村
の
検
討
組
織

体
制
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

両
村
の
組
織
体
制
と
両
村
合
同

準
備
室
設
置
計
画
、配
置
職
員

数
に
つ
い
て
伺
う
。

　
中
部
広
域
都
市
計
画

区
域
移
行
に
向
け
た
検

討
体
制
に
つ
い
て
、都
市
計
画

に
関
す
る
こ
と
か
ら
本
村
で
は

建
設
課
、主
に
課
長
、係
長
、担

当
職
員
の
３
名
が
従
事
す
る
。

中
城
村
で
は
都
市
建
設
課
が
中

心
と
な
っ
て
い
る
。内
容
が
広

く
行
政
全
般
に
及
ぶ
た
め
全
庁

体
制
で
取
り
組
ん
で
い
る
。そ

の
た
め
、明
確
な
配
置
人
数
を

示
す
こ
と
は
で
き
な
い
。ま
た
、

現
時
点
で
合
同
準
備
室
の
計
画

は
な
い
。必
要
に
応
じ
て
検
討

す
る
。

好きな色
青

好きな花
ブーゲンビリア

北中城村の好きな場所
碁盤目に広がる石敢當と
古井戸が散在する熱田集落

※
中
城
村・北
中
城
村
共
同
の
ま
ち
づ
く
り
計
画

村
長
　
保
全
と
開
発
の
調
和
を
図
る
必
要
が
あ
る東海岸一帯の耕作放棄地や

遊休農地、経済活性化が望まれる

　
健
康
で
住
み
よ
い
地

域
づ
く
り
が
行
政
の
本

質
で
あ
る
。人
間
生
活
の
基
盤

は
土
地
で
あ
る
。総
合
的
視
点

に
立
っ
て
土
地
の
利
用
計
画
の

具
体
化
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。人
口
減
少
、地
域
的
な
高

齢
化
、耕
作
放
棄
地
、遊
休
農

地
、東
海
岸
一
帯
の
人
口
が
鈍

化
す
る
な
か
、世
帯
分
離
の
傾

向
が
今
後
も
急
速
に
続
く
と
見

込
ま
れ
る
。那
覇
広
域
都
市
計

画
区
域
か
ら
、村
で
独
自
の
用

途
地
域
指
定
が
で
き
る
中
部
広

域
都
市
計
画
区
域
移
行
を
強
く

要
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

中
城
村
・
北
中
城
村
は
連
携
し

て
早
期
移
行
に
向
け
て
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
。土
地
活
用
の

方
針
で
地
域
の
特
性
を
活
か

し
、自
然
環
境
や
景
観
と
調
和

し
た
土
地
の
有
効
利
用
で
、区

域
区
分
の
計
画
的
な
市
街
化
の

誘
導
等
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

特
定
用
途
制
限
区
域
、風
致
地
区

の
指
定
、立
地
適
正
化
計
画
・
地

区
計
画
等
に
つ
い
て
伺
う
。

　
中
部
広
域
都
市
計
画

区
域（
非
線
引
き
区
域
）

に
移
行
し
た
場
合
に
、無
秩
序

な
開
発
と
な
ら
な
い
よ
う
自
然

環
境
と
風
致
景
観
の
保
全
、地

滑
り
や
津
波
浸
水
な
ど
危
険
性

の
回
避
、住
居
環
境
の
利
便
性

の
向
上
な
ど
、多
角
的
な
視
点

か
ら
保
全
と
開
発
の
調
和
を
図

る
必
要
が
あ
る
。特
定
用
途
制

限
地
域
や
風
致
地
区
の
指
定
に

つ
い
て
、令
和
６
年
度
末
ま
で

に
立
地
適
正
化
計
画
策
定
業
務

と
併
せ
て
検
討
す
る
。ま
た
、必

要
に
応
じ
て
地
区
計
画
を
検
討

す
る
。

問

問
用
語
説
明

※
中
城
村・北
中
城
村
共
同
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
と
は
、両
村
に
お
け
る

「
地
域
の
求
め
る
ま
ち
づ
く
り
」の
実
現
に
向
け
て
の
本
計
画
に
掲
げ
る

様
々
な
実
現
化
方
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

詳細は
動画から
チェック!

答

答

大城 律也　議員
おおしろ   りつや
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台
風
６
号
に
よ
る
影
響

で
、喜
舎
場
の
山
の
付
近

に
土
砂
崩
れ
が
あ
る
こ
と
は
承

知
か
。

　仲
順
集
落
か
ら
ナ
ス

の
御
嶽
に
上
が
る
階
段

の
西
側
の
こ
と
と
理
解
す
る
。

当
該
区
域
は
以
前
か
ら
土
砂
災

害
警
戒
区
域
に
指
定
さ
れ
て
お

り
、県
に
お
い
て
早
期
に
対
策

を
講
じ
る
と
聞
い
て
い
る
。

　
前
村
政
時
代
に
４
回

目
の
議
決
に
よ
り
、村
民

体
育
館
が
約
11
億
円
で
完
成

を
見
た
。
当
時
一
部
の
村
民

か
ら
欠
陥
体
育
館
と
言
わ
れ

た
。同
時
に
財
政
の
負
担
に
も

大
き
な
影
響
を
も
た
ら
す
と

も
。行
政
の
モ
ッ
ト
ー
は
、少

な
い
経
費
で
大
き
な
効
果
を

も
た
ら
す
と
の
こ
と
だ
が
。

台風6号による影響に関して
村長　県において早期に対策を講じる

は
8
億
9
，8
0
0
万
円
に
な
る
。

　

　
島
袋
の
地
域
の
県
道

に
か
か
る
高
架
橋（
イ
オ

ン
側
か
ら
徳
洲
会
病
院
）の
計

画
は
断
念
し
た
と
思
っ
た
。し

か
し
、断
念
は
し
て
い
な
い
と

の
こ
と
だ
が
、そ
れ
ま
で
に
経

費
が
か
か
っ
た
と
思
う
が
ど
れ

ぐ
ら
い
か
。

　
過
去
の
村
議
会
の
一

般
質
問
に
お
い
て
財
政

事
情
及
び
緊
急
性
、優
先
度
等

か
ら
厳
し
い
旨
答
弁
し
て
き
た
。

た
だ
計
画
を
断
念
し
た
事
実
は

な
い
。な
お
こ
れ
ま
で
に
支
出

し
た
経
費
と
し
て
2
，1
1
6

万
8
，0
0
0
円
。平
成
27
年
検

討
業
務
と
し
て
1
，1
4
8
万

4
0
0
円
。平
成
28
年
予
備
設

計
と
し
て
9
6
8
万
7
，6
0
0

円
と
な
っ
て
い
る
。

台風6号の爪痕

用
語
説
明

※
島
袋
の
県
道
上
に
か
か
る
高
架
橋
と
は
、県
道
の
北
側「
中
部
徳
洲

会
病
院
」と
南
側「
イ
オ
ン
モ
ー
ル
沖
縄
ラ
イ
カ
ム
」を
結
ぶ
連
絡
歩
道

橋
の
計
画
で
あ
る
。ア
ワ
セ
跡
地
開
発
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
で
考
案
さ

れ
た
。

問問

　
計
画
は
し
た
が
実
現

で
き
て
い
な
い
。し
か
し

経
費
は
か
か
っ
た
。そ
の
責
任

の
所
在
は
。

　事
業
展
開
す
る
た
め
に

必
要
だ
っ
た
と
考
え
る
。

　村
民
体
育
館
は
村
民

か
ら
の
要
請
等
に
よ
り

建
設
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
。

公
共
施
設
は
、後
年
度
の
維
持

管
理
が
か
か
る
の
は
当
然
で
、

財
政
に
影
響
が
あ
る
こ
と
は
必

至
で
あ
る
。

　
念
の
た
め
に
村
民
体
育

館
の
建
設
は
、土
地
代
を

含
め
て
い
く
ら
か
。

　
村
民
体
育
館
用
地
は

約
５
億
2
，3
0
0
万
円
。

村
民
体
育
館
の
建
設
に
つ
い
て

詳細は
動画から
チェック!

答

答

答

村
民
体
育
館
に
関

し
て

※
島
袋
の
県
道
上
に
か

か
る
高
架
橋
に
関
し
て

好きな色
白と黒

好きな花
桜

北中城村の好きな場所
EMホテルから見える
（西と東の海）近くの丘

答

答比嘉 義弘　議員
ひが       よしひろ

問問

問

問
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第
３
期
村
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
計
画
は
、

国
の
子
ど
も
大
綱
や
基
本
指
針

等
の
内
容
・
動
向
を
踏
ま
え
つ

つ
と
の
答
弁
だ
が
、詳
細
等
の

情
報
は
。　

現
在
審
議
中
で
中
間

報
告
の
内
容
は
、子
ど
も

や
若
者
の
視
点
に
立
っ
て
、声

を
聞
く
仕
組
み
を
作
っ
て
、心

身
の
成
長
プ
ロ
セ
ス
に
沿
っ
た

切
れ
目
の
な
い
対
応
を
、待
ち

の
姿
勢
で
は
な
く
プ
ッ
シ
ュ
型

の
支
援
を
心
掛
け
る
と
い
う
内

容
変
更
か
と
考
え
る
。

　
事
業
計
画
に
隠
れ
待
機

児
童
は
反
映
さ
れ
る
か
。

好きな色
ベイスターズカラー

好きな花
すずらん

北中城村の好きな場所
 島袋

事
業
計
画
に
隠
れ
待
機
児
童
は
反
映
さ
れ
る
か

村
長
　
就
学
前
調
査
で
声
を
拾
う
こ
と
も
可
能

こどもまんなか社会

問問

用
語
説
明

※
子
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
と
は
、親
の
就
労
状
況
に
関
わ
ら
ず
子
ど

も
を
保
育
所
に
預
け
ら
れ
る
制
度
。２
０
２
６
年
度
に
本
格
的
な
実
施

が
予
定
さ
れ
て
お
り
、２
０
２
３
年
度
に
は
各
地
域
で
モ
デ
ル
事
業
に

よ
る
検
証
が
行
わ
れ
て
い
る
。

詳細は
動画から
チェック!

山田 晴憲　議員
やまだ 　 はるのり

　
認
定
こ
ど
も
園
に
つ

い
て
は
、村
部
局
と
教
育

委
員
会
と
の
話
合
い
で
、全
国

の
待
機
所
の
激
減
と
い
う
報
道

の
中
で
相
当
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
。こ
れ
か
ら
幼
保
連
携

で
認
定
こ
ど
も
園
と
し
て
進
め

た
い
。

生
へ
感
謝
状
を
贈
る
。教
育
の

絆
47
年
目
と
い
う
記
事
。昭
和

52
年
10
月
、文
部
省
か
ら
指
導

者
と
し
て
沖
縄
に
派
遣
、全
県

に
先
ん
じ
て
北
中
城
幼
稚
園
の

２
年
保
育
に
尽
力
頂
き
、水
戸

に
帰
省
さ
れ
て
も
本
村
の
幼
稚

園
教
諭
に
多
年
に
亘
っ
て
茨
城

常
磐
大
学
付
属
幼
稚
園
の
研
修

生
と
し
て
、教
育
実
習
を
受
け

入
れ
、そ
の
後
も
子
ど
も
達
の

た
め
に
と
、ど
ん
ぐ
り
等
々
の

季
節
に
あ
っ
た
教
材
の
提
供
頂

い
た
。現
在
御
高
齢
で
、村
幼
稚

園
の
教
育
立
村
の
今
後
を
心

配
さ
れ
て
い
る
と
聞
き
及
ん

で
い
る
。

　
昨
今
の
報
道
で
認
定
こ
ど
も

園
へ
移
行
の
動
き
に
松
丸
先

生
、教
育
関
係
者
の
皆
さ
ん
も

心
労
、幼
少
中
連
携
、子
ど
も
達

の
た
す
き
リ
レ
ー
と
い
う
今
後

の
教
育
立
村
北
中
城
に
対
す
る

危
機
感
の
声
が
あ
る
。教
育
立

村
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
今
後
の

計
画
を
伺
う
。

　
就
学
前
児
童
保
護
者

調
査
1
，3
0
0
件
全
て

の
就
学
前
の
お
子
さ
ん
へ
の
調

査
で
、保
育
所
を
利
用
し
て
い

な
い
、希
望
さ
れ
な
か
っ
た
方

の
声
も
拾
う
こ
と
も
可
能
。

　
※
子
ど
も
誰
で
も
通
園

制
度
に
つ
い
て
、他
の
自

治
体
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ

ろ
、０
歳
〜
２
歳
の
受
け
皿
づ

く
り
の
た
め
、待
機
児
童
解
消
、

保
育
士
確
保
の
裾
野
を
広
げ
る

意
味
で
、認
可
外
施
設
も
含
め

幅
広
く
考
え
て
い
る
よ
う
だ

が
、村
の
考
え
は
。

　
現
在
待
機
児
童
が
発

生
し
て
い
る
状
況
で
、認

可
園
等
で
は
受
け
入
れ
で
き
な

い
。認
可
外
が
活
用
で
き
る
の

で
あ
れ
ば
、通
園
制
度
の
対
象

施
設
と
し
て
検
討
す
る
。

　
村
広
報
10
月
号
、茨
城

県
水
戸
の
松
丸
玲
子
先

問問

答

答答

答
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こ
れ
ま
で「
日
米
地
位

協
定
を
抜
本
的
に
見
直

せ
」の
看
板
を
常
時
設
置
す
る

よ
う
問
う
て
き
た
。現
在
、看
板

で
は
な
く
垂
れ
幕
は
作
ら
れ
た

も
の
の
常
時
掲
げ
ら
れ
て
い
な

い
。こ
の
標
語
は
、県
民
、村
民

が
求
め
て
い
る
も
の
で
あ
り
、

世
代
を
超
え
、戦
争
を
し
な
い
、

さ
せ
な
い
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

で
あ
る
と
考
え
る
。本
村
は
、１

９
８
２
年
５
月
３
日
、平
和
憲

法
を
守
る
　
人
権
を
尊
重
す
る

「
非
核
宣
言
の
村
」の
看
板
が
地

域
に
数
多
く
立
て
ら
れ
村
民
の

心
の
拠
り
所
と
な
っ
て
い
る
。

垂
れ
幕
を
掲
げ
な
い
理
由
は
。

　
懸
垂
幕
の
設
置
場
所

は
、役
場
庁
舎
に
２
か
所

あ
る
。時
期
に
よ
っ
て
懸
垂
幕

の
設
置
が
重
な
り
常
設
す
る
と

他
の
事
業
で
の
広
報
周
知
活
動

に
支
障
を
き
た
す
。そ
の
た
め
、

沖
縄
本
土
復
帰
、慰
霊
の
日
、終

戦
記
念
の
日
の
前
後
２
週
間
と

※日米地位協定を抜本的に見直せ
  の看板設置を
村長　常設できるよう場所を選定する

　
令
和
５
年
10
月
31
日
付

け
、共
同
の
ま
ち
づ
く
り

計
画
が
策
定
さ
れ
た
。趣
旨
は
、

中
部
広
域
都
市
計
画
区
域
へ
の

移
行
に
よ
り
保
全
と
開
発
の
両

立
を
図
り
、産
業
振
興
・
観
光
振

興
及
び
良
好
な
居
住
環
境
づ
く

り
に
資
す
る
土
地
利
用
を
広
域

的
か
つ
計
画
的
に
展
開
し
、沖

縄
県
全
体
の
発
展
に
繋
げ
て
い

く
と
の
こ
と
で
あ
る
。開
発
に

よ
っ
て
私
た
ち
の
命
を
つ
な
ぐ

食
と
農
の
確
保
は
で
き
る
の
か

懸
念
す
る
。食
の
確
保
は
ど
う

展
開
し
て
い
く
の
か
。

　
計
画
は
、遊
休
農
地
の

集
約
に
よ
る
利
活
用
を
含

め
、遊
休
農
地
の
解
消
と
持
続

可
能
な
農
業
の
振
興
を
図
る
。

農
産
物
の
販
売
及
び
連
携
組
織

の
設
立
、地
産
地
消
の
推
進
な

両村共同のまちづくりの将来図

用
語
説
明

※
日
米
地
位
協
定
と
は
、日
米
安
全
保
障
条
約
の
目
的
達
成
の
た
め
に

我
が
国
に
駐
留
す
る
米
軍
と
の
円
滑
な
行
動
を
確
保
す
る
た
め
、米
軍

に
よ
る
我
が
国
に
お
け
る
施
設
・
区
域
の
使
用
と
我
が
国
に
お
け
る
米

軍
の
地
位
に
つ
い
て
規
定
し
た
も
の
。

問

ど
に
取
り
組
む
。食
と
農
の
確

保
は
、産
業
振
興
の
一
部
で
あ

り
、立
地
適
正
化
計
画
の
中
で

守
る
べ
き
農
地
エ
リ
ア
と
し
て

指
定
し
た
上
で
詳
細
に
述
べ
て

い
く
事
項
だ
と
考
え
る
。

　
持
続
可
能
な
農
業
と

は
、ど
う
い
う
こ
と
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
い
る
の
か
。

　
食
べ
ら
れ
る
農
業
。要

は
産
業
と
し
て
し
っ
か

り
成
長
さ
せ
て
い
け
る
も
の
。

農
業
事
業
者
が
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
く
の
か
を
尊
重
さ
れ
る

べ
き
。両
村
で
支
援
し
て
い
け

る
対
応
を
考
え
て
い
く
。

期
限
を
定
め
て
い
る
。

　
過
去
に
看
板
を
設
置

す
る
と
の
答
弁
が
あ
っ

た
が
、未
だ
作
ら
れ
て
い
な
い

理
由
は
。

　
令
和
４
年
度
か
ら
懸

垂
幕
を
使
っ
て
設
置
し

て
い
る
。今
後
早
い
段
階
で
看

板
が
常
設
で
き
る
よ
う
な
場
所

を
選
定
す
る
。

詳細は
動画から
チェック!

答

答

答

中
城
村・北
中
城
村
共

同
の
ま
ち
づ
く
り
計
画

好きな色
青

好きな花
カサブランカ

北中城村の好きな場所
大城集落、中村家、中城城跡

答

問

問

問

喜屋武 すま子　議員
きゃん           すまこ
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　全
国
的
に
教
員
の
成

り
手
不
足
が
叫
ば
れ
て

い
る
が
、そ
の
要
因
の
ひ
と
つ

に
教
員
の
業
務
過
多
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。教
員
の
事
務
作

業
を
補
助
す
る
ス
ク
ー
ル
サ

ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
の
配
置
は

可
能
か
。

　
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト

ス
タ
ッ
フ
を
令
和
６
年

度
か
ら
各
学
校
に
１
名
ず
つ
配

置
す
る
計
画
を
進
め
て
い
る
。

　本
村
の
小
中
学
校
に

支
援
員
の
先
生
は
し
っ

か
り
配
置
さ
れ
て
い
る
か
。

　
学
習
支
援
員
は
小
中

学
校
そ
れ
ぞ
れ
１
名
配

置
し
て
い
る
。特
別
支
援
教
育

好きな色
ロイヤルブルー

好きな花
かすみ草

北中城村の好きな場所
大西ゴルフ場から
東海岸を望む夜景

教
員
の
業
務
過
多
に
対
応
を

教
育
長
　※
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
の
配
置
を
検
討
し
て
い
る教員の業務改善で子ども達の見守りを増やせ

問問

用
語
説
明

※
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
と
は
、教
員
免
許
状
の
所
持
を
要
件

と
し
な
い
一
般
事
務
職
と
し
て
雇
用
し
ま
す
。業
務
内
容
は
あ
く
ま
で

も
教
員
の
事
務
作
業
を
支
援
す
る
も
の
で
す
。教
員
の
業
務
を
分
担
す

る
こ
と
で
教
員
が
本
来
の
業
務
に
注
力
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

詳細は
動画から
チェック!

格
者
の
方
を
派
遣
し
保
健
室
の

対
応
を
し
た
り
、修
学
旅
行
等

の
対
応
を
す
る
こ
と
は
出
来
な

い
か
。　

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ

い
て
全
職
員
で
対
応
し

て
お
り
、養
護
教
諭
の
代
わ
り

に
職
員
を
派
遣
と
い
う
こ
と
は

現
時
点
で
は
必
要
な
い
と
思
っ

て
い
る
。　学

校
の
安
全
安
心
の

空
白
時
間
を
つ
く
ら
な

い
た
め
に
、新
た
に
保
健
師
等

の
有
資
格
者
の
採
用
は
出
来
な

い
か
。　

現
時
点
で
有
資
格
者

の
採
用
は
考
え
て
い
な

い
。社
会
情
勢
等
で
変
化
が

あ
っ
た
場
合
、マ
ニ
ュ
ア
ル
等

の
変
更
が
生
じ
た
時
に
採
用
に

つ
い
て
考
え
た
い
。

の
か
と
思
っ
て
い
る
。ま
た
、子

ど
も
達
に
接
す
る
時
間
が
確
保

で
き
る
よ
う
に
な
り
、子
ど
も

達
の
い
じ
め
問
題
や
、安
全
面

に
素
早
く
サ
イ
ン
を
キ
ャ
ッ
チ

す
る
な
ど
子
ど
も
達
の
安
全
安

心
に
繋
が
る
と
思
う
。

　養
護
教
諭
が
遠
足
や

修
学
旅
行
な
ど
に
帯
同

し
校
内
に
不
在
と
な
る
場
合
、

学
校
の
対
応
は
。

　
養
護
教
諭
が
不
在
の

際
に
は
、各
学
校
の
事
故

発
生
時
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
に

基
づ
い
て
、全
職
員
で
組
織
的

に
対
応
し
て
い
る
。

　養
護
教
諭
が
研
修
で

不
在
の
際
、又
は
修
学
旅

行
等
に
帯
同
し
校
外
へ
出
る
場

合
、役
場
職
員
の
中
か
ら
有
資

支
援
員
は
中
学
校
４
名
、北
中

城
小
学
校
７
名
、島
袋
小
学
校

４
名
、幼
稚
園
に
４
名
配
置
し

て
い
る
。　配

置
人
員
は
適
正
な

配
置
人
数
だ
と
考
え
ら

れ
て
い
る
か
。

　
配
置
に
当
た
っ
て
は

各
学
校
の
学
校
長
か
ら

申
請
に
基
づ
い
て
配
置
し
て
お

り
、学
校
希
望
の
人
数
で
あ
る
。

　ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト

ス
タ
ッ
フ
を
拡
充
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、ど
の
よ
う
な

良
い
影
響
が
得
ら
れ
る
と
思

う
か
。　

印
刷
物
な
ど
の
事
務

を
手
伝
う
こ
と
に
よ
り
、

授
業
と
は
別
の
事
務
作
業
の
手

助
け
を
す
る
こ
と
で
空
い
た
時

間
で
教
材
研
究
を
し
っ
か
り
出

来
た
り
、非
常
に
効
果
的
な
も

学
校
の
安
全
安
心
に

空
白
時
間
を
な
く
せ

問問

問問

問

答答

答答

答

答答

比嘉 正志　議員
ひが　　  まさし
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年
度
末
が
近
づ
き
身

の
周
り
で
は
、卒
業
や
入

学
、就
職
な
ど
新
た
な
ス

テ
ー
ジ
へ
向
け
て
動
き

始
め
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
新
年
度
か
ら
ス
タ
ー

ト
を
切
る
皆
さ
ん
の
明

る
い
未
来
へ
大
い
に
期

待
を
し
て
い
ま
す
。

　
北
陸
地
方
は
能
登
半

島
地
震
に
よ
り
壊
滅
的
な
被
害
で

１
年
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
テ
レ
ビ
か
ら
流
れ
て
く
る
震
災

の
傷
跡
を
目
の
当
た
り
に
す
る
と
、

自
然
の
脅
威
に
対
し
て
人
は
無
力

で
涙
が
止
ま
り
ま
せ
ん
。

　
止
ま
な
い
雨
は
な
い
、春
が
来
な

い
冬
は
な
い
と
言
い
ま
す
。い
つ
か

き
っ
と
時
間
が
心
の
傷
を
癒
し
て

く
れ
る
で
し
ょ
う
。

　
過
去
の
大
き
な
震
災
の
被
災
地

の
皆
さ
ん
か
ら
、隣
人
を
思
い
や

り
、互
い
に
助
け
合
い
、決
し
て
諦

め
な
い
生
へ
の
執
着
心
を
我
々
は

学
ん
だ
は
ず
で
す
。

　
も
う
一
度
、私
達
日
本
国
民
が
一

丸
と
な
っ
て
被
災
地
に
向
き
合
い
、

一
人
一
人
が
復
旧・復
興
に
向
け
て

出
来
る
こ
と
を
や
っ
て
い
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。

　
北
陸
地
方
の
復
興
を
願
い
、自
分

に
出
来
る
こ
と
を
探
し
こ
の
春
か

ら
私
も
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

委
員

比
嘉 

正
志

編集後記

  北中城村の条例に定められている報酬は次の通りです。
 （令和５年４月１日現在）
・議長　　（月額）300,000円
・副議長　（月額）255,000円
・常任委員長、議会運営委員長
  議会広報調査特別委員長　　（月額）245,000円
・議員　　（月額）235,000円
※期末手当は６月、１２月に１００分の１６５。
※消防・清掃事務組合議員などは別途報酬（月額）12,000
  円支給あり
※政務活動費は月額１万円（年額１２万円）
※社会保障は国民年金と国民健康保険
※地方議会議員年金は２０１１年で廃止
   年俸に換算すると議員が約3,595,500円となっている。

近隣の市町村長の給与月額及び議会議員の報酬月額　
（令和５年7月1日現在　単位：円）

市町村名
沖縄市
宜野湾市
中城村
嘉手納町
北谷町
読谷村
西原町
北中城村

議長
520,000
479,000
320,000
318,000
321,000
344,000
318,000
300,000

副議長
461,000
426,000 
271,000
265,000
266,000
264,000
266,000
255,000

議員
433,000
400,000
250,000
246,000
246,000
243,000
243,000
235,000

市町村長
903,000
901,000
732,000
765,000
773,000
757,000
754,000
686,000

（表紙：おもろそうし訳)

天地を鳴り響かせる太陽よ 光の渦に包まれ
咲き渡っていく あれよ 見よ
何と美しいことか
天地に鳴りとどろく太陽よ 明けもどろの花が
咲き渡っていく 何と美しいことか

　「明けもどろ」という語はオモロ語と久高
島の神歌以外には見られない語で、炎と光
の渦になって形象を定かに見ることのでき
ない太陽のさまを言うことばである。
　日の出の壮観を称える賛歌である。

「南島文学」著 外間守善

議会議員の報酬は？
ここが知りたい！

　北中城村議会では２００６年の行財政改革において定数
の削減（２０名→１４名）と議員報酬の削減を行ったが、それ
以降、議員報酬の見直しはない。財政規模の面から見ると、
２００６年当時の北中城村の一般会計が約５０億円だったの
が、２０２３年には２倍の約１００億円規模になっている。
　厚生労働省による沖縄県の最低賃金も行革時の２００６
年では時給６１０円だったものが、年々増加し続け２０２３年
には８９６円に上がっている。２０0６年消費税も５％、２０１４年
には８％、２０１９年には１０％と税率も引き上げています。沖
縄県においても景気の景況が拡大し県民所得も上昇傾向
にあり、また現在の物価高騰などを鑑みると、１７年ぶりに
報酬の見直しを検討してもいい時期ではないかと思います
が、皆さんどう思われますか?

●北中城村の議員報酬

月額 23万5000円
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